
 

 

＜報道関係各位＞ 

平成 27 年 3 月 16 日 

公益財団法人通信文化協会 

郵政博物館 

 企画展のおしらせ 

   平成 27 年は「日本郵便の父」前島密が生誕して 180 年です。 
 

 

 

＜名  称＞   

          

 

 

 

 

＜会  期＞  平成 2７年４月１１日（土）～平成 27 年６月２１日（日）  

休館日：４月２1日（火）、５月１３日（水）・２８日（木）、６月１１日（木） 

＜会  場＞  郵政博物館 企画展示室 

＜主  催＞  公益財団法人通信文化協会 

郵政博物館 

＜共  催＞   上越市教育委員会 

＜後  援＞  日本郵政グループ 

全国街道資料ネットワーク 

＜協  力＞   日本文明の一大恩人 前島密翁を称える会 

郷土の偉人前島密翁を顕彰する会 

上越市立総合博物館 

埼玉県立歴史と民俗の博物館 

物流博物館 

草津市立草津宿街道交流館 

ＮＰＯ法人全国街道交流会議 

 

開催趣旨 

平成 27(2015)年は、前島密が生誕して 180 年になります。 

天保 6(1835)年に生まれ、明治の新しい国づくりに参画した前島密は、「日本郵便の父」として有名ですが、

その他にも明治 8(1875)年(140 年前)に郵便為替・貯金を創業したほか、道路や鉄道、通信など、近代日本の産

業や生活の基盤を作り上げました。その他、郵便報知新聞(報知新聞の前身)の創刊、勧業博覧会の開催、東京

専門学校(早稲田大学の前身)の創立など、数多くの業績があり、「日本文明の一大恩人」といわれています。 

この企画展では、前島密の生涯とその業績を明らかにするとともに、前島の作った近代郵便制度や為替貯金

制度がどのようなものだったか、絵画と実物資料を展示し分かりやすく解説して紹介いたします。 

 



＜展示構成＞ 

 「前島密一代記」（梶鮎太・画）及び「前島密業績絵画」（前田青邨・監修 守屋多々志・画）を年を追って

展示し、要所に関連する資料を展示して前島密の生涯と業績を紹介します。 

●主な展示資料 

  大日本籌海全図、江戸遷都意見書提出方、照会に対する記事、京浜間鉄道布設ノ設計及収支計算案説明、 

逓送脚夫の速度担荷の量及び各駅取扱時間、郵便決議簿、西南戦争関係文書 他 

 ●重要文化財の展示…エンボッシング・モールス電信機、ブレゲ指字電信機 

 ●郵便貯金創業 140 年にあたり、郵便貯金奨励のために制作した扇子や古い貯金箱、通帳などを展示します。 

 

＜関連イベント＞ 

（１）コスプレ体験 

明治時代の郵便配達員の制服を着てみよう。記念写真が撮れます。 

    多目的スペースにて期間中毎日。対象は子供（着られれば大人も可）です。 

（２）ギャラリートーク 

担当学芸員による見どころやエピソードを解説しながらの展示場案内です。 

    期間中の日曜日 4／12･26、5／10･24、6／7･14･21（予定）  

開催時間 ①14:00～ ②16:00～ 1 回 30 分程度 

（３）イベント 

タブレット端末を使用したクイズラリーの実施（4 月 29 日～5 月 10 日の 12 日間限定） 

（４）ワークショップ 

ねんドル岡田ひとみのねんどでミニチュアクッキング（詳細は別紙） 

（５）小型印押印サービス 

ミュージアムゆうびんきょくにて前島密生誕＆貯金創業記念の小型印の押印サービスをします。 

 

＜連携イベント＞ 

（１）記念講演会 

歴史家・作家の 加来耕三氏による講演会を開催いたします。 

開催日 5 月 9 日（土）    ※ 詳細は追ってお知らせいたします。 

（２）前島密生誕 180 年トークセッション「前島密 青春の旅と街道」 

    埼玉県立歴史と民俗の博物館と物流博物館、当館の学芸員が前島密の辿った街道の旅について、当時 

の旅や街道の事情を交えてお話します。 

開催日 5 月 31 日（日）   ※ 詳細は追ってお知らせいたします。 

 

＜同時期に開催するミニ展示＞ 

  「新収蔵資料展」 

   郵政博物館では、明治 35（1902）年 6 月 21 日に当館資料が一般公開されたことを記念し、この日を「資料 

の日」と定めて、昭和 49（1974）年から、この日の前後に前年度に寄贈された資料を展示しています。今回は、 

平成 26 年度に寄贈された資料を展示します。 

   開催日：5 月 16 日（土）～6 月 21 日（日） 

   会 場：郵政博物館エントランス 多目的コーナー 

 

＜同時期に開催する協力館での展示情報＞ 

 埼玉県立歴史と民俗の博物館（さいたま市大宮区高鼻町 4-219）人物コーナーにて「前島密と埼玉の

郵便」展を開催します。 



（別紙） 

ねんドル岡田ひとみのねんどでミニチュアクッキング 

         ねんドル岡田ひとみ先生と一緒にねんどでおすしを作ろう 

 ①開催日・内容等 【お す し】5 月 2 日（土）参加費（指導料・材料費込） 1,200 円 

お子様・初心者にも安心の軽量ねんどの作品です。 

【特上寿司】5 月 10 日（日）参加費（指導料・材料費込） 2,000 円 

樹脂ねんどを使って、本格的なミニチュアに挑戦しましょう。 

 ②開催時間    Ⓐ11:00～12:30  Ⓑ14:00～15:30 

 ③定員      各回 30 名 

※ 参加費のほかに別途、博物館入館料がかかります。 

＜応募方法＞ 

   郵政博物館ホームページお問い合わせフォームもしくは往復はがきにてお申し込みください。 

   大人の方おひとりでの参加もＯＫです。 

   未就学のお子様の場合は保護者の方の参加もお願いします。 

   応募期間は４月 1３日（月）からです。 先着順で受付します。 

 

＜ホームページからの申し込み方法＞ 

１ 郵政博物館ホームページ（http://www.postalmuseum.jp/） トップページのお問い合わせをクリック、 

 お問い合わせフォームにてお申し込みください。 

２ お問い合わせ内容に以下の内容を必ず入力してください。 

 ①希望開催日及び時間（第 2 希望まで） 

 ②参加者の年齢  ※複数参加の場合は全員の名前と年齢をお願いします。 

 ③付添いの有無（いすのご用意はございません） 

 

＜往復はがきでの申し込み方法＞ 

１ 往復はがき往信部裏面に 

 ①お名前 

 ②ご住所 

 ③電話番号 

 ④希望開催日及び時間（第 2 希望まで） 

 ⑤参加者の年齢   ※複数参加の場合は全員の名前と年齢をお願いします。 

 ⑥付添いの有無（いすのご用意はございません）。 

２ 返信部表面にお名前とご住所をお書きください。 

３ 申し込み先 

 〒131-8139 墨田区押上 1-1-2 東京スカイツリータウン・ソラマチ 9Ｆ 

 郵政博物館「ねんど教室」係 

 

＜岡田ひとみ先生 プロフィール＞ 

 子どもたちを中心に、ねんどのミニチュアフード作りや食育を伝えるエデュテインメントアーティスト。

2002 年から”ねんドル“として活動。創造性と想像力を育むことを目的とし、子ども向け番組中心に出演す

るほか、書籍の執筆、造形などを行う。海外でのワークショップも積極的に開催している。 

 

©ＣＨＥＥＳＥ 

おすし       特上寿司 



 

 

「郵政博物館」概要 

 

【名称（和文）】  郵政博物館  

【名称（英文）】  Postal Museum Japan 

【住所】 〒131-8139 東京都墨田区押上1-1-2  

 東京スカイツリータウン・ソラマチ 9階 

【開館時間】  10:00～17:30(入館17:00まで) 

【休館日】 不定休 ※展示替え及び設備点検などにより臨時休館をすることがあります。 

【TEL】  TEL 03-6240-4311 

【H P】  http://www.postalmuseum.jp/ 

【入館料】  大人 300円 小･中･高校生１50円 

【団体】  10名から 料金は大人250円 小･中･高校生100円 

【アクセス】 

[交通]   東武スカイツリーライン：「とうきょうスカイツリー駅」下車 

       東武スカイツリーライン・東京メトロ半蔵門線 

       京成押上線 都営浅草線：「押上（スカイツリー前）駅」下車すぐ 

        ※博物館専用の駐車スペースはございません。公共の交通 

 機関をご利用ください。 

[東京スカイツリータウンイーストヤード 9階へのアクセス] 

       エスカレーターまたはエレベーターで8階まで。 

 8階で8-10階専用エレベーターへ乗りかえ、9階で降り右折正面。 

 

 

 

【本件に対するお問い合わせ先】 

郵政博物館  ℡ ０３－６２４０－４３７７  冨永 まで 

東京スカイツリータウン® 

 

http://www.postalmuseum.jp/

